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11月になり、葉っぱの色が赤色や黄色へと美しく色づき始めました。
子ども達は外で元気に園庭で遊んでいます。これからやってくる冬に備　

えるためにも風邪に負けない丈夫な体づくりをこころがけましょう。
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１１月に入り、感染症が流行しやすい季節になりました。園でも、熱や鼻水、咳でお休みする子が増えてきました。体が寒さに慣れていない今ごろは、風邪をひきやすい時期です。
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　　　〇患者の咳やくしゃみに含まれるウイルスを吸い込むことによる「飛沫感染」
　　　　　　　　〇ウイルスが付着した手で口や鼻に触れることによる「接触感染」
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　　　　　　　　〇インフルエンザの予防接種（下記参照）　　　　〇手指のアルコール消毒
　　　　　　　　〇部屋の換気と加湿（湿度５０～６０％）　　　　〇咳エチケット
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　　　　　　　　〇正しいマスクの着用　　　　　　　　　　　　
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つよいこ





令和３年11月１２日


本巣幼児園





インフルエンザ・風邪の流行の季節








★昨年度は、園ではインフルエンザにかかった子はいませんでした。


今年は、インフルエンザと新型コロナウイルス感染症が同時に流行する可能性があると言われています。





感染経路





予防対策





受診するときは医療機関に問い合わせてからの受診をおすすめします。





インフルエンザ予防接種について





おねがい





子どもの場合は、１シーズン２回接種が標準です。接種してから、２週間以上たたないと効果が現れないので、接種を考えている方は、流行期に入る前に早めに済ませるようにしましょう。今年も、本巣市内の指定医療機関で接種すると助成があります。


詳しくは１０月にお配りした手紙をご覧ください。























　発熱で欠席した場合、次の日に平熱に戻っても熱がぶり返すことがあります。解熱後２４時間が経過するまで自宅での療養をお願いします。





しっかり噛めば噛むほど唾液が多く出て口の中をきれいにしてむし歯を防いでくれます。


　むし歯は口の中の食べかすや糖分を


餌にして酸を作ります。口の中が酸性


になるとむし歯になりやすいです。





唾液は、酸性になった口の中を中性にし、いったん溶け出した歯を修復して元に戻す力もあります。


噛んだ時に出る唾液は何もしない時に自然に出る唾液に比べると、なんと30～40倍も酸を中和する力があります。





よく噛むとむし歯になりにくい？





噛む力がつく時期は？


　1歳半から3歳くらいまでは噛む力が一番身につきやすい時期です。


　いきなり固いものや繊維質の多いものを与えるとまる飲みしたり、好き嫌いの原因になることがあります。


噛む力を育てましょう


歯の生え方に合わせて素材の切り方や野菜のゆで加減を変えたり、季節の果物


を刻んでヨーグルトに混ぜる


など噛む回数を増やしていき


ましょう。


しょう。


　





11月8日は


「いい歯の日」


でしたね。





「甘いものはむし歯になりやすいから全部ダメ」というわけではありません。お菓子の中にもむし歯になりやすいお菓子、なりにくいお菓子があります。


食べ物がむし歯をつくりやすいかどうかは


プラークをつくる力


酸をつくる力の強さ


食べている時間


食べ終わっても口に残って作用する時間の長さ


によって決まります。右の表は、『う�EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しょく),蝕)��EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ゆうはつ),誘発)��EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(のう),能)�』といい、お菓子がむし歯をつくりやすいかどうかを表にしたものです。①～④を１から５で表し、数値が大きいほどプラークや酸をつくりやすくむし歯になりやすいです。


　食べる回数や時間にも注意しながらなるべくむし歯にならないような食生活を心がけましょう。





　　　　　う蝕誘発能





②　×　③④　　計


キャラメル・・・　５　５　　　　３５　　８０


あめ　　・・・　　 ５　５　　　　５１　　６０


ビスケット・・・　 ５ ３　　　　１４　　４０


チョコレート・・・ ５ ５　　　　１３　 ４０


クッキー　・・・  ５ ４　　　　１３　 ３６


アイス　・・・    ２ ３　　　　１１　 １０





　　　　12月の保健行事


・1２月２日（木）一日入園、内科健診（内科健診は未満児のみ）


・1２月7日（火）歯科健診９：００～（年長はありません）


　　　　　　　※　朝から健診があります。家で歯みがきをしてきてください。








